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序 

 

40 年以上も前のことであるが，筆者はアメリカの大学に一年間客員准教授
として招かれ，工学系大学院で専門の分離操作のほか化学工学応用数学の講義

をする機会を得た．その折，英語で書かれた教科書の方が日本語のものよりは

るかに理解しやすいと思い，何時かはケミカルエンジニアに必要な応用数学の

易しい教科書を執筆したいと思った．その後は明治大学の学部・大学院で化学

工学と物理化学を教育するかたわら研究と教育に専念した．そして，何れの分

野を専攻する研究者や技術者にとっても数学の知識は問題解決の重要な手段で

はあるが，目的そのものではないことを痛感した．それでも，ケミカルエンジ

ニアは化学プロセスの設計・運用などに携わる過程で，かなり幅広い数学的知

識が必要とされる結果，「ものつくり」を指向しながら応用数学の手法習得と

いう呪縛から逃れられないことも多いと思った．最近，ようやく暇になったの

で本書をまとめた次第である． 

「分かり易い応用数学」と題した以上は，実例を多く挙げ，高度な事項は専

門書や学術論文に譲ることにした．なお，「ケミカルエンジニアのための」と

記したが，関連する学部や大学院の教科書としても用いて頂けると期待してい

る． 

本書の内容はおよそ次の通りである．第 1 章は実験から得られたデータの取
り扱いやグラフ表示と定式化，第 2 章は図微分や図積分，次元解析といった

データ処理の方法を述べている．第 3 章は分離プロセスや反応プロセスの解析
と設計に代数方程式を用いる例とそれを解く過程で現れる定数やパラメータの

意味の説明，第 4 章は反応やものの移動の速さを扱う過程で現れる常微分方程
式の取り扱いを述べている．第 5 ，6 章ではやや高級な手法というべき偏微分

方程式の解析解を説明している．実際には解析的に解けない非線形微分方程式

を扱うことも多いので，そのような場合は大胆な近似を行ったり，数値計算に

頼ることになる．そこで，第 7 章として微分方程式の数値解法を取り上げ，差
分式を用いて解く方法を古谷英二氏に執筆頂いた．同氏は大学院博士課程の時

代に本書の内容のあらましを英語で自習し，その結果，数値計算にも習熟され

た方である．次の第 8 章では，階段接触操作の解析に差分方程式を用いる手法



   

を多段抽出や多段蒸留を例に説明した．第 9 章は，種々の数学的手法を駆使し
て気体や液体混合物の輸送や加熱を行ったり，充填塔による成分分離を行う操

作(例としてガス吸収と吸着を挙げて)の解析や設計の方法を示したものである．

順序が逆になったが，この章はいわば基礎的化学工学，つまり物質収支の計算，

熱およびエネルギー計算，流体輸送動力の計算，分離プロセスの解析と設計と

いうケミカルエンジニアに必須の事項を取り上げたものである．なお蛇足なが

ら，「むすび」として化学工学，あるいは化学プロセスの解析や設計の手法が

上記の応用数学の手法とどのように関わりを持つかを一覧表に示した．そして

章末問題の略解を付録に示してある． 
本書は月刊誌「ケミカルエンジニヤリング」(化学工業社刊)に13回にわたっ

て連載された記事に加筆したものであるが，本書の刊行を熱心に勧めて頂いた

分離技術会事務局長(化学工業社社長)三澤忠則氏に深謝の意を呈す．併せて引

用させて頂いた各著者にも厚くお礼申し上げる．なお，著者の浅学非才のゆえ

に思わぬ誤りを犯しているかも知れないので，識者の叱正を期待する次第であ

る． 
 

2011年 1 月 

竹 内   雍 
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